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蒼朮五苓散 と臼朮五苓散の薬理作用の比較検討
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Abstract

　　We 　studied 　the　differences　between　Soulutsu−Goreisan　and 　Byakujutsu−Goreisan　 using 　severaI

pharmacological　experimental 　procedures．〔Soulutsu　consisted 　of　Soujutsu−Goreisan，　and 　Byakujutsu

consisted 　of　Byakujutsu−Goreisan．）

　　There　 was 　no 　difference　in　total　body　water 　content 　 and 　plasma 　volume 　between　Soujutsu−

GQreisan，　Byakujutsu−Goreisan　and 　the　control 　group ，

　　When 　 Byakujutsu −Goreisan　 was 　 given　 to　 water −restricted 　 rats，　 the　 urine 　 volume 　 decreased
compared 　with 　the　control 　group．　The　same 　effect　was 　not 　found　in　the　Soujutsu−Goreisan　group ．

　　Soujutsu−Goreisan　was 　effective 　on 　the　CC14　induced　hepatitis　rats ．　Byakujutsu−Goreisan　was 　found
to　have　the 　same 　tendencies　as　the　CCI4　hepatitis，　but　the　inhibiting　effects 　against 　the　hepatic　injury

of　Soujutsu−Goreisan　was 　stronger 　than　Byakujutsu−Goreisan，

Key　words 　 Gorei−san （Wu −Ling−San）五苓散 ，　Soujutsu（蒼朮），Byakujutsu（白朮），Furosemide．
Abbreviations　 PV ，

　plasma 　volume ；TBW ，
　total　body　water ．

緒 言

　漢方 の 利水 剤 は，西洋薬 の 利 尿 薬 と 異な D，生 体内の

水分 バ ラ ン ス を調節する作用 の あ る こ とが 知 られ て い

る。こ れ を証明 する報告に，実験的に 脱水状態と飽水状

態の 動物 モ デ ル を作 り，利水剤 の 代表的な処 方の 1つ で

あ る五苓散 を与え る と，脱水状態の 時は抗利尿作用を，

飽水状態の 時は利尿作用 を示す
1’Z）

こ とが 記載さ れ て い

る。こ の よ うに 五苓散は 生 体の お か れ て い る状 態 に合 わ

せ て ， 利尿作用 ま た は 抗利尿作用 とい う全く正 反 対 の
一

見不可思議 な作用 を示 す が ， その 作用機序 に つ い て は 明

らか に されて い ない 。

　我々 は ，
こ の 五苓散 の 生体内の 水 の 動態に 及 ぼ す作用

を解明 す るべ く， 様 々 な実験モ デ ル 動物を用 い 五苓散の

作用を検討 して きたが ， 五苓散 の 配剤生薬 で あ る 「朮」

が
「
蒼朮」 あ るい は

「
白朮 」 の い ずれ を使 うか に よ り五

苓散の 薬理効果 が異なる こ とに 気づ い た 。

　朮の 薬理作用 と して は ， 水毒 を去 り，脾胃を健や か に

す る とあ るが ，蒼朮は健脾 の 作用 が 強 く発 汗作用 が あ っ

て 湿盛 の 実証 に 用 い られ， 白朮 は燥湿の 作用が 強く， 止

汗作用が あ っ て脾弱 の 虚証 に 用 い られて い る：
♪

こ の よう

寧
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に蒼朮，白朮の 適応する証が 異なる に もか か わ らず生薬

材料的に は 蒼朮と白朮の 区別 が 明確で ない こ とが 多い
。

　今四，こ の 蒼朮 と白朮の 薬理 作用 を比較検討す る 目的

で，蒼朮を配剤 した蒼朮五苓散と 白朮を配剤 した 白朮五

苓散を用 い て基礎実験 を行 い ，両者の 作用を比較検討し

た、また こ の 配剤生薬 の 異な る二 種 の 五苓散の作用 と ，

薬理 作用 が 明確 に され て い る利尿薬 フ ロ セ ミ ドの 作用 に

つ い て もあわせ て 検討した 。

実験材料および方法

　（1） 蒼朮五苓散 （Gorei−san ；Wu −Ling−San）の 調製

法及び投与量 ：沢瀉 （Ze−Xie，・4」‘∫〃昭 o 漉 磁 ♂6　JuzE［’c．

ZUK
， 中国

・
四川省産）・桂皮 （Gui−Pi，　 Cinnamomum

cassia　BLuME ，中国 ・広西 省産）・茯苓 （Fu−Ling，
　Poriα

cocos 　WoLF ，中国・雲南省産）・猪苓 （Zhu−Ling，
　Pol）por−

as
・
umbetlattes　FR 【ES，中国 ・江蘇省産）・蒼朮 （Chang−

Zhu，　Atrac！ylodes　lancea　DE 　CANDoLLE， 中国
・
西北部

産）の 粉 末 （日本粉末薬品 （株）製）を 1 ；1 ：1：1 ：1の

比 率 で 混和し ， 0，5g 五苓散を 10．Oml の 水道水で 懸濁 し

た もの をラ ッ ト体重 100gあた D2．  ml の 割合で 強制経

rl投与 した。（投与量 は ヒ ト10倍量 を目安 と して，1．O

g／kg／day と した。）

　（2） 白朮五苓散の 調製法及び投与量 1 上記蒼朮五苓散

の 蒼朮の か わりに 白朮 （Bai−Zhu，　Atractylodes　joPonica
KolDzUMI 　et．　KITAMuRA ，中国

・吉 林 省産 ） を使 用 し，

調製法 お よび投与方法 ；投与量は蒼朮五苓散に準じた 。

　   　フ ロ セ ミドの調製法及び投与量 ：フ ロ セ ミ ド （シ

グ マ 社 製）40mg を1．O　ml の 水 道 水 に 懸 濁 し た もの を

ラ ッ ト体重 工00g あた り2．0　ml の 割合で 強 制経 囗 投与し

た。〔投与量は 80mg／kg／day とな 「〕，これ は 予備実験 に

お い て 対照群 の 2〜3倍 の 尿量が 得 られ る投与量 に 相当

す る。）

　〔4｝実験動物 ：日本 SLC 杜 よ りWistar系雄性 ラ ッ

ト7週齢 を 購 入 し，実験開始 ま で の 1週間，基礎飼 料

CE −2 （日本ク レ ア〉と水道水を自由に 摂取 させ た 。飼育

環境は室温 23± 1℃，湿度 50±5 ％， 飼育室照明時間 6

時
〜18時 と し た。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 41

　   　生体内総水分量 （TBW ）の 測定 ：前報　に 従 っ て

測定 した。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4）

　   　循環血漿量 （PV ）の 測定 ：前報　に 従 っ て 測定し

た。

　 （ア）血清 GOT ，　 GPT 値の 測定 ：GOT ，　 GPT 測定用

キ ッ ト （和光純薬 （株）製）を用 い て測定した。

　   　尿量，飲水量 に お よ ぼ す蒼朮五 苓散，白朮 五苓散

および蒼朮，白朮の 作用 〔実験 1〕：被検動物を 1群 16

匹 と して 5群 に分け，
1群は正常対照群，2群は蒼朮五苓

散投与群，
3 群は 白朮五苓散投与群 ，

4群 は 蒼朮単品投与

群 ， 5群は 白朮単品投与群 とし，蒼朮五苓散，白朮五苓散

を 1 日 1 回，
4 日間投与 した。蒼朮，白朮単品投与群 は，

蒼朮五苓散， 白朮五苓散中に 含 まれ る蒼朮 と白朮 と 同 じ

もの を同量 （0．2g／kg）投与 した。正常対照群 に は同量の

水道水 を与えた 。初回投与後個別代謝 ケ
ー

ジ で 飼育し，

24 時間の 尿量， 飲水量を測定す る と共 に ， 投与前の 体重

を 100 と し，
4 日 間投与後 の 体重増加率を求め た。また最

終投与後 3時問目に生体内総水分量 （TBW ）および循環

血 漿量 （PV ）を測定 し，同時 に 軽 工
一テ ル 麻酔下 で，頸

静脈よりヘ パ リン 加採血 した血液中の 血球数 〔白血球数

（WBC ），赤血 球数 （RBC ），ヘ モ グ ロ ビ ン 量 （HGB ），
ヘ マ トク リッ ト値 （HCT ），平均赤 血球容積 （MCV ），血

小板数 （PLT ）〕を Cysmex −K −800多項 目自動 血球計数

装置 （東亜 医用電子 （株）製）を用 い て測定した。

　  　絶水 ラ ッ トに対す る蒼朮五 苓散，白朮五 苓散 お よ

びフ ロ セ ミ ドの作用 〔実験 2〕：被検動物を 24時間絶水

して脱水状態 に した 後 1群 8 匹 と し 4群 に分 け，1群 は

対照 群，2群 は フ ロ セ ミ ド投 与群，3群 は 蒼朮 五苓散投与

群、4 群は 白朮五苓散投与群 と し，各々 の 薬物を投与し

た。対照 群に は水道水を同 量投与し，薬物投与後 24時間

の 尿 量 を測 定 した （尿 量測 定時の 24時間 も引 き続 き絶水

した）。

　   　フ ロ セ ミドと蒼朮五苓散 または白朮五苓散併用時

の 尿量 と飲水量 〔実 験 3〕：被検動 物 を 1群 8匹 と し て 4

群に分け ，
1群は対照群，

2群 は フ ロ セ ミ ド単独投与群 ，

3群は蒼朮五苓散とフ ロ セ ミ ド併用群 ，
4 群 は 白朮五苓

散 と フ ロ セ ミ ド併用 群 と し た。対照 群 に は水道水を同量

投与した。投与後 24 時聞の 尿量 ， 飲水量を測定す る と共

に ， 投与前後 の 体重増加率 を算出した。また、投与 24時

間目の TBW お よび PV を測定 し，同時に 軽工
一テ ル 麻

酔下 で 頸静脈ヘ パ リン 加tx
‘
　ltTLした 血 液中の 血 算値を測定

した。実験巾は飼料，水共 に通常通り与えた。

　   　CCI、 肝障害 に 対するフ ロ セ ミ ド，蒼朮五 苓散，白

朮五苓散の 抑制作用 〔実 験 4〕：被検動物 を 1群 12匹 と

し 4群 に 分け，1群 は対照 群，2群 は フ ロ セ ミ ド投与群，

3群 は蒼朮五 苓散投与群，4群は 白朮五苓散投与群と し，

そ れ ぞ れ 1 日 1回 4 日間強制経 口 投与 した。対照 群 には

水道水を投与 した。投与後 3時間 目に CCI4ガ ス を 20分

間吸入 させ，24時間後に 軽工 一テル 麻酔下 で 採 亅tllし，血

清 GOT ，
　 GPT 値 の 測定 を行 っ た。

　 （晒　統計処理 二それ ぞ れ の 実験に お い て実験群と対照

群の 測定値の 有意差検定は，Fisherの 多群問検定 を用 い

た、，
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結 果

1 ．尿量，飲水量 に およぼす蒼朮五苓散 ， 白朮五苓散お

よび蒼朮，白朮の 作用 〔実験 1〕

　白朮五苓散投与群 で は，対照 群 に 比べ 尿量は増加傾向

を示 した。蒼朮五苓散 ， 蒼朮単品お よび 白朮単品各投与

群 で は，尿量 に は ほ とん ど変化 は み られ ず，こ の 時の飲
水量 につ い て も各群間で差はなか っ た （Fig．1）。

　PV 値ならび に 体重 100　g あた りに 占め る PV 値，あ

る い は TBW 値 な ら び に 体 重 100　g あ た りに 占 め る

TBW 値，また体重増加率 に つ い て も各群間 で 差 は 認 め

られ な か っ た （Table　l）。また 血 液 の 血 算値 に お い て も各
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Control　Gorei−san 　Gorei−san 　 Suujutsu　Byukuiutsu

　 　 　 〔Sou｝utsu ）〔Byakujutsu：

Fig、1　Effects　of　Gorei−san 〔Souiutsu），Gorei ．san （Byaku−
jutsω，Soujutsu　and 　Byakujutsu・n　water 　volume 　intake

　and 　urine 　volume ．　Each　volume 　is　the　mean 士 S．E．
［1 ：Water 　v ・lume　intake（mD 　 lrz：Urine 　v ・1Ume （m ］）

15

10
　
　
　
　

　
　
　
5

（
亘
。

日
三
。
〉

晝
5

　 　 O

　　　　 Centrel　　Furosemide　GDrei　 san 　　Gorei　san

　　　　　　　　 8Dmg 　 　 〔S・ ujutsu ） 〔Byakuju 亡su ）

Fig．2　Effects　of　Furosemide，　Gorei−san （Soujutsu），Gerei−
san 　〔Byakujutsu）、　 administration 　 on 　urine 　 vo 】ume 　in
water 　 restricted 　rats．
Each 　volume 　is　the　mean ±SE ．嘩p〈 0．05，

”
p 〈0．D1：Sig．

nificantly 　different　fr・ m 　the　c ・ nt ・ ・l　g ・・up ．

Table　I　Effects　of　Gorei−san （Soujutsu），Gorei−san （Byakujutsu ），Soujutsu　and 　Byakujutsu
　　　　　　　 Qn 　the　increasing　rate 　of　body　weight ，　PV　and 　TBW ，

Group
　　　Increaslng

　　　　rate 　Df

bQdy　weight （％〉

PV

（mD

　　　　　PV

（ml ／100　g　BW ）

TBW

（mD

　　　　TBW

（mi ／100　g 　BW ）

CDntrol
103，2
　±

0．6

11．95
　±

〔｝．20

5．07
　±

0．05

155，8
　±

3．2

65．4
±

1．2

Gorei−san

〔Soulutsu＞

1〔［4．6
　±

D．6

12．02
　±

0．27

5．04
　±

0，08

157．6
　±

4，1

65．4
　±

1．1

GDre1−san

（Byakulutsu）

103、3
　±

0．9

ll．98
　±

0．26

5．15
±

〔｝．06

159．2
　±

4．9

67．3
±

1．3

S  ulutsu

104．6
　±

1．4

11．61
　±

0．35

5．18
±

0．09

155．5
　 ±

3．8

67．0
　±

L3

Byakulutsu

103．7
　±

1．1

11．16
　±

0．28

5．15
　±

o．ll

151．8　 　 　 　 67．4
　±　　

．
　　　 ±

4．7　 　　　　 D．6

Each　value 　is　the　mean ± S．E，
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群間に 差 は認め られ なか っ た （TabLe　II）。

2 ．絶水ラッ トに対する蒼朮五 苓散，白朮五 苓散および

フ ロ セ ミドの 作用 〔実験 2〕

　24 時間絶水し，脱水状態 に あ る ラ ッ トに フ ロ セ ミ ドを

投与すると，強 い 利尿作用を示 し尿 量 は増加 した が （P 〈

O．01），蒼朮五苓散 ， 白朮五苓散投与群 で は逆 に抗利尿作

用 が 認め られ， 尿量は対照群 に 比べ 減少 した。中で も脱

水状態 に お ける抗利尿作用は 白朮五苓散投与群 で 顕著 で

あ っ た （P ＜ 0，05） （Fig，2）。

3 ．フ ロ セ ミ ド（80mg ／kg）と蒼朮五苓散または白朮五

苓散併用時 の尿量 と飲水量 〔実験 3〕

　飲水量は 対照群に 比 べ ，蒼朮五苓散併用群 に の み 増加

Table　IIEffects 　of 　Gorei　san 〔Seujutsu），Gorei−san （Byakujutsu），Soujutsu　and

　Byakujutsu　on 　the　general　bloQd　analyses 　in　wistar 　rats ．

Group
　　WBC 　 　　 　　 RBC

（x102 ！mm3 ） （x10 ▽mm
巳
）

HGB
〔9／dl）

HCT

（％ ）

MCV

〔の

Control
84．o
±

4．8

888
±

　8

16，9
　±

0．6

43．4
　±

0．3

49．o
±

〔［．4
一ゴ冖

　　Gorei−san

　　（Soujutsu）

79．1
　±

2．6

869
±

　7

16．6
±

0．1

42．2
±

0．4

48．9
±

0．5

Gorei−san

（Byakulutsu ）

87．5
　±

3．9

873

±

10

16．8
±

o．1

42．5
±

0．4

49．0
±

0，5

SQU｝utSU

76．3
±

4，2

845

±

20

16，6
　±

0．2

42．5
　±

0．4

50．7
±

0．9

Byakujutsu

81．9
±

5、3

852
±

14

16．6
±

0．1

42．7
　±

〔｝，4

50，9
　±

O．8

Each　value 　is　the　mean ±S．E ，
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Fig，3　Effects　 of　Furosemide，　the　 combination 　Qf 　Gorei−

　san （Soujutsu）and 　Furosemide　and 　the　combination 　of

　Gorei−san （Byakujutsu）and 　Furosemide 　on 　water 　volume

　 intake　 and 　urine 　vQlume 　in　the　 rats．
　Each　volume 　is　the　mean ± SE ，’pく 0．05，

桝
ρ〈 0．Ol：Sig・

　nificantiy 　different　between　the　respective 　tw 〔｝groups．
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Fig．4　Effects　of　Furosemide ，　Gorei
．
san （Soujutsu） and

　Gorei−san 〔Byakujutsu＞en 　serum 　GOT 　and 　GPT 　levels　24

　hr．　 after 　inhalation　of 　CCI，
　in　rats ．

　Each　value 　is　the　mean ±S．E．’p 〈0．05 ： Significantly
　 different　from　the　control 　group ．
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（P＜0．05）が 認め られ た。尿量は ， フ ロ セ ミ ド．単独投与

群 で 対照群の 約 2．5倍に 増加 した が，白 朮五 苓散 を併用

する と 明 らか に フ ロ セ ミ ドに よ る尿量の 増加 を抑制 した

（P ＜0．01）。蒼朮五苓散は フ ロ セ ミ ドに よる尿量の 増加 に

対 して 顕著な作用 を及 ぼ さ なか っ た （Fig，3）。

　フ ロ セ ミ ド単独 投与群 で は 投与直後よ り急激な利尿作

用が おこ リTBW 値 が低下 し （P ＜ 0．01）脱水症状を呈す

るが ，白朮五苓散を併用す る と TBW 値 の 低下 を抑制す

る と と もに体 重 の 減少も小 さか っ た。蒼朮五苓散に は こ

の よ うな作用 は 認められなか っ た （Table　III）。一一
方，

PV 値 に つ い て は 各群間に 差 は み られ なか っ た 。

　また，血 液 の ヘ マ トク リ ッ ト値は フ ロ セ ミ ド単独 投与

群 で 上昇 した が （P 〈 O．05）， 白朮五苓散併用群 で は 上 昇

が抑制され た （Table　lV）。
4 ．CCI

， 肝障害に対するフ ロ セ ミ ド，蒼朮五苓散 ， 白朮

五苓散 の抑制作用 〔実験 4〕

Table　III　Effects　of 　Furosemide，　the　combination 　of　Gorei−san （Soujutsu）and 　Furosemide 　and

　　　 the　combination 　of　Gorei−san 〔Byakujutsu）and 　Furosemide　on 　the　increasing
　　　　　　　　　　　　 rate 　of　body　weight ，　PV 　and 　TBW ，

Increasing PV PV TBW TBW
Group rate 　of

body　weight （％） （mD 〔m レ100gBW ） （mD （m レIDOgBW ）

102．4 13．66 5．12 156．1 63．Ol
Control 士 ± ± ± ±

0．4 ．
　 0．40 〔｝，14 2、4 0．73

Furosemide 97．7 ‘a 12，51 5．03 147．9 承劉 63．96
80mg ／kg

±

0．7
　±

0．30
　±

0．18
±

1．3
　主

0．84
Furosemide 97，2 相 12、63 5．09 147．2 粗 63．OD

十 ± ± ± ± ±

Gorei　 san 〔Soulutsu） 0，7 0．54 0．13 2．8 0．96
Furosemide 99．7 “o 12．66 5、【17 150．3 63．65

十 十　　輔一． ± ± ± 十

Gorei−san （Byakujutsu） 0．6 “〔 0，43 0、10 2．8
　一
〇．54

ρく0．Gl（ホa ） Sigllificantly　different　fromthe　contro1group ，ρ＜ 0．05〔掌b＞：from　theFurosemide （80
m9 ！k9 ）9roup 　and ρ〈0．Ol（寧c） fr  m 　theGorei −san （Soujutsu）gr・ up ，respectively ．

Table　IV　Effects　of　Furosemide，　the　combination 　of　Gorei−san 〔Soujutsu）and 　Furosemide
　　　　　 and 　the　combination 　of　Gorei−san （Byakujutsu）and 　Furosemide
　　　　　　　　　　　　 on 　the　general　blood 　analyses ．

Group 　　　WBC

〔× 1 ヲmm3 〕

　　　RBC

（×10ツmm3 ）

HGB

（9／dD
HCT

（％）

MCV

（レ
3
）

83．2 899．7 17．20 44．4 49，4
Contro1 ± ± ± ± ±

5．2 14．3 0．09 0，2 0．8

Furosemide
77．5 940．6 17，96 寧 45，4 ホ 49．4

80mg ／kg
±

4．8
±

18．9
　±

0．25
±

0．7
±

0，5
Furosemide 85．5 944．4 17．85 46．2 ホ

49．3
十 ± ± ± ± ±

Gorei−sarl 〔Soujutsω 4，5 13．3 o．24 0．5 0．3
FurQsemide 84．3 930．1 17．81 45．9 48．9

十 ± ± ± 士 ±
Gore1−san （Byak ロjutsu） 5．7 17．1 0．28 0．7 0．6
Each ・・1・・ i・ th・ m ・ ・ n ± S・E・・ ’P 〈 O・05 ・ Sig・ificantly・diff・・ent　f・ ・m 　the　c・ nt・。l　g ， 。 up ．
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　CCI， を投与 した対照群 で は GOT ，
　GPT 値が 著明に上

昇 し た が，蒼朮 五苓散投 与群に お い て は上昇 が 抑 制さ

れ た （P＜ 0．｛｝5）。白朮五苓散 投 与群 に お い て は，GOT ，

GPT 値の 上昇抑制ts｛lfilが 認 め られ た が，有意差は無か っ

た。フ ロ セ ミ ド投与群 で は逆 に GPT 値は一L昇 し，　 CCI、

肝障害に対して 増悪傾向が 認 め られ た （Fig．4）。

考 察

　五 苓散をは じめ，漢方の 利水剤 の 止 常動物 に対す る利

尿作 用 は，フ ロ セ ミ ドと比較して作用 は緩や か で ある と

報告 され て い るlo同様 に ，本 実 験 で もい ずれ の 五苓散投

与群 で も尿 量に 関 して は，有意な増加 は得 られなか っ た 。

　五苓散 を 4 日間投与した時の 生体 内の 水分布 をみ る

と，TBW 値お よび 体 重 に 占め る TBW 値，あ るい は PV

値 お よび体重 に 占めるPV 値 に は変化 が な く，白血．球，赤

血 球数 に も変化 が み られなか っ た こ と より，五苓散 は今

回用 い た 8週齢の 正 常 ラ ッ トに対 して，生体内水分布に

影響は 与えなか っ た。尿量 は 白 朮五苓散で 増加傾向を示

した が、同時 に 飲水量 も増加 した こ とより，生体内の 水

の 出納 の 収 支に は 影響が な く，生体内水分量に も変化を

及ぼ さな か っ た と考えられ る 。

　生体 が 脱 水状態 に あ る時の 五苓散の 作用を検討する 目

的で 2 通りの 実験を行 っ た。即 ち 実験 2 に お い て は，絶

水に よ り生 じる脱水状態，実験 3で は フ ロ セ ミ ドを高用

量単回投 与す る こ とに よる脱水状態 で あるが，い ずれ に

おい て も五苓散を投与す る こ とに よ り抗利尿作用 が 認め

られ，その 作用は蒼朮五苓散に 比べ 自朮五苓散 で 顕著で

あ っ た。実験 2 に お い て，絶水に より生体 が脱水状態 に

あ る時で も，フ ロ セ ミ ドを投与す る と強 い 利尿作用を示

し，生体 は ますます重篤な脱水状態 に 陥 り，五 苓散とは

相 反 した 作用が み られ たが，こ の 点に お い て西洋利尿薬

と漢方の 利水剤 との 作用 の 相違 が 明 らか で あ る。

　 実験 3 に おい て，フ ロ セ ミ ドの 利尿作用に よ り生体内

の 水分布が どの ように変化した か をみ る 目 的で ， TBW

値と PV 値の 測定 を行 っ た。フ u セ ミ ドを投与す る こ と

に より体重は正 常対 照 の 95，4 ％ に 減少 し，TBW 値 も

94．7％ に 減少 した。こ の 時 PV 値 の 減少 は 91，6 ％ とな

　り，
フ ロ セ ミ ドの 利 尿作用 に よ り循環 血漿中の 水 の 損失

　が著明 で あ る とい え る。

　　五苓散 は 臨床で 肝障害 の 治療薬 と して 適応されるこ と

　は ほ と ん どな い が，前報
s）

に お い て蒼朮五苓散 で CCI、

肝障害抑制作用 の ある こ と を報告 した。今 回 ， 蒼 朮五 苓

散 と 白朮五苓散を用 い て こ の 作用 を比 較検討 した とこ

　ろ，蒼朮 五苓散に は CCI4 肝障害抑制作用が 認め られ た。

　しか し，白 朮五苓散投   群で は 対照群に 比 べ ，GOT ，

GPT 値 の 抑 制傾 向 は認 め られ た もの の 有意な障害抑制

作用は 認め られ なか っ た。他方，対照薬 と し て用 い た フ

ロ セ ミ ドに は CCI， 肝障害抑制作用は 全 く認 め ら れ ず，

逆に 増悪傾向 を示 した、

　以 ヒの 結果か ら，蒼朮五 苓散に は前報
4）

で 報告 した よ

うに，肝臓の 薬物代謝酵素の 活性 を亢進する等の 代謝系

を介した 作用 が 強 く，白 朮五苓散 で は 生体内の 水分 布に

対する影響 が 強 く現 れ る もの と考えられ る。五苓散 の 配

剤生薬 の
一種 の み を 置 き換える こ とに よ り，即 ち ， 蒼朮

を配剤した 蒼朮 五苓散と 白朮を配剤 した 白朮五苓散の 作

用が こ の ように 明確に 異なる こ とは 興味深 く，五苓散の

投与目的により両者を使い 分け る必要が あると考えら れ

る。

　今回の 結果 で は ， 五苓散ま た は配剤生 薬の 蒼朮 ・白 朮

の い ずれに お い て も明 らか な利尿作用は認め られ な か っ

た が
， 白朮五苓散 で 生体が 脱水状態に あ る時の 抗利尿作

用が 著明な こ とよ り，こ の 作用 の 発現 に は，五苓散に 配

剤される 5種 の 生 薬の うち，白朮 が 最 も重要と考え られ

る。

　 上野 らは，五 苓散を投与した 脳卒中易発 症 性 高、血1圧 自

然発症 ラ ッ ト （SHRSP ）の jfi1圧．ヒ昇抑制作 用 と延 命効果

は ，
五 苓散 の 配 剤 生 薬で あ る 白朮に 由来する可能性 が 大

きい こ とを報告 して い る：
）

今回用 い た 被検 動 物 は 正 常動

物 で あり， L野 らが 用 い た 病態 モ デ ル 動物とは 生理的な

条件をは じめ 種 々 の 相違点は み られ るが，い ずれ に お い

て も白朮が 漢方処方五苓散 の 中で ，重 要 な役割を担 っ て

い るこ とが 示唆さ れた。今後，他 の 配剤生薬の 作用 お よ

び 生薬の 相 互作用 に つ い て もさ らな る研 究が 必要 で あ

　る。
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